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今
回
は
、
市
町
村
合
併
を
行
う

こ
と
で
、
私
た
ち
の
生
活
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
、
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

合
併
で
期
待
さ
れ
る

効
果
は
？

◎
行
財
政
の
効
率
化

行
政
の
管
理
部
門
の
統
合
や
広

域
的
観
点
か
ら
の
公
共
施
設
の
配

置
に
よ
り
、
類
似
施
設
の
重
複
な

ど
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
コ
ス
ト

の
削
減
が
図
れ
ま
す
。

◎
住
民
の
利
便
性
の
向
上

利
用
可
能
な
窓
口
の
増
加
に
よ

り
、
諸
証
明
（
住
民
票
、
納
税
証

明
な
ど
）
の
発
行
な
ど
の
窓
口
サ

ー
ビ
ス
が
住
居
や
勤
務
地
の
近
く

で
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
利
用

制
限
さ
れ
て
い
た
他
市
町
村
の
公

共
施
設
も
利
用
で
き
ま
す
。

◎
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・
多
様
化

公
共
的
団
体
の
統
合
や
新
設
が

図
ら
れ
、
多
様
な
事
業
、
広
域
的

な
事
の
展
開
が
期
待
で
き
、
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
小
規
模
市
町
村
で
は

設
置
困
難
な
女
性
政
策
や
都
市
計

画
、
国
際
化
、
情
報
化
な
ど
の
専

任
の
組
織
、
職
員
を
置
く
こ
と
が

で
き
、
よ
り
多
様
な
個
性
あ
る
行

政
施
策
の
展
開
が
で
き
ま
す
。

◎
広
域
的
な
視
点
に
立
っ
た

ま
ち
づ
く
り
と
施
策
の
展
開

広
域
的
な
視
点
に
立
っ
た
道
路

や
公
共
施
設
の
整
備
、土
地
利
用
、

地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
よ
り
効
果
的
に
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
環
境
問
題

や
水
資
源
問
題
、
観
光
振
興
策
な

ど
広
域
的
な
調
整
、
取
り
組
み
を

必
要
と
す
る
課
題
に
関
す
る
施
策

を
有
効
に
展
開
で
き
ま
す
。

合
併
で
心
配
さ
れ
る
の

は
？

◎
統
合
で
役
所（
役
場
）が遠

く
な
る

こ
れ
ま
で
慣
れ
親
し
ん
で
き
た

役
所
が
合
併
に
よ
り
支
所
と
な
っ

た
場
合
不
便
に
な
ら
な
い
か
？

◎
中
心
部
だ
け
が
よ
く
な
っ
て
、

周
辺
部
が
さ
び
れ
な
い
か
？

合
併
後
の
市
町
村
の
中
心
部
と

周
辺
部
で
地
域
格
差
が
生
じ
た

り
、
歴
史
や
文
化
へ
の
愛
着
や
地

域
へ
の
連
帯
感
が
薄
れ
る
心
配
が

あ
り
ま
す
。

◎
住
民
の
声
が
市
政
に

届
き
に
く
く
な
ら
な
い
か
？

市
町
村
議
員
の
定
数
が
減
り
、

住
民
意
見
の
施
策
へ
の
反
映
や
、

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
に

く
く
な
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

◎
サ
ー
ビ
ス
や
負
担
は
？

関
係
市
町
村
の
財
政
力
に
格
差

が
あ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

や
、
住
民
負
担
の
格
差
の
調
整
が

難
し
い
と
い
う
心
配
。
ま
た
、
合

併
に
と
も
な
い
、
新
し
い
行
政
需

要
が
生
じ
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

将
来
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
み
ん
な
で
検
討
し
よ
う

　
障
害
の
あ
る
方
々
や
高
齢
者
が
日
常
の
暮
ら
し

の
中
で
よ
り
積
極
的
に
広
範
囲
に
行
動
で
き
る
よ

う
に
と
、
ハ
ー
ト
フ
ル
マ
ッ
プ
（
障
害
者
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
公
共
施
設
、
病
院
、
量
販
店
、
宿
泊
施

設
、
飲
食
店
な
ど
の
調
査
を
行
い
、
車
い
す
対
応

の
ト
イ
レ
が
あ
る
施
設
を
基
本
に
紹
介
し
て
い
ま

す
。
視
聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
配
慮
が
な
さ
れ
て

い
る
施
設
は
、
車
い
す
対
応
ト
イ
レ
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ー
ト
フ
ル
マ
ッ
プ
は
市
役
所
総
合
案
内
・
福

祉
事
務
所
・
保
健
課
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
事
務
所
社
会
係
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）
ま
で

　
福
祉
事
業
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
次
の

方
々
が
市
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

高
石
杜
伎
さ
ん
（
大
埇
甲
）
20
万
円

竹
中  

浩 

さ
ん
（
国
分
）

５
万
円

５
月
８
日

５
月
31
日

南国市開催競技（秋季大会）
バスケットボール（少年女子）
バドミントン・スポーツ芸術
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太郎太郎
「今日、市役所に行って戸籍謄本をとってき
　たがやけんど、漢字ばっかりでわかりにく
　いちや」

花子花子
「ほんと、戸籍ってめったに取らんし、どん
　なこと書いちゅうかわからんね。そういえ
　ば、９月からコンピュータで戸籍を出すっ
　て聞いたで。どんなになるがやろう。市役
　所で聞いてみろう」

職員職員
「はい。南国市に本籍がある方については、
　９月30日からコンピュータで戸籍の証明書
　をお出しできるよう、今作業を進めていま
　す。戸籍謄本は戸籍の全部事項証明書、戸
　籍抄本は戸籍の個人事項証明書に変わり、
　下のようになります」

花子花子　
「これなら今までより分かりやすいちや！」

職員職員
「証明書の発行もこれまでより早くでき
　るようになり、窓口でお客様をお待た
　せする時間も短くなります。その他に
　も下の表のようなところが変わります
　ので、気を付けてください」

◆「○○番地の○」は「○○番地○」となります。

◆手書きによる書き癖や簡略文字は、漢和辞典に載

　っている文字になります（文字の字体が変わる方
　には８月初めにお知らせしますが、氏名が変わる
　わけではありませんので、住民票や印鑑登録など
　の変更手続きは必要ありません）。

現在

証明書
戸籍謄本　→

戸籍抄本　→

用　紙 B４横長白紙 →

書　式 縦書き文章体 →

認証印 朱肉印     →

コンピュータ化後
戸籍の全部事項証明書

戸籍の個人事項証明書

Ａ４縦長改ざん防止用紙

横書き項目化

黒の電子公印

※お問い合わせは、市民課戸籍係
　　　　　　　　（�８８０ー６５５５）まで

今までの証明書

新
し
い
証
明
書

　9月3030日から日から
　 戸籍事務を戸籍事務を
コンピュータ化！コンピュータ化！
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こう変わります

よさこい高知国体秋季大会


